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金（1） 鈴6号

１
１

一

ロタヂ蛉声一台･鉾

外
國
人
の
切
替
登
録
は

、
九
月
二
十
九
日
か
ら

Ｌ
己
■
』
ｈ

十
月
二
十
八
日
ま
で

い
○
夕
■
守
及
〃
Ｇ
ザ
心
句

一一一一一－－－

十
月
廿
日
か
ら
一
週
間
は
鰯
１
節

『
眼
』
の
愛
護
週
間
で
す
顔
人
予

町
内
の
搭
匪
院
諄
ぽ
あ
期
朏
中
無
町
蒄
灯

璃
で
相
換
に
応
じ
噴
寸
か
ら
御
利
用

醤
畠

下
さ
い
“

賑
依
存

・
り
ぁ
、

す
力

目
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
言

紫
維
輔
慰
輪
滝
一

口
ｐ
Ｈ
●
ｎ
ｒ
ｂ
寸
口
ｂ
Ｌ
ｊ
ｅ
■
。
ｐ
■
守
り
今
■
？
＠
■
●
■
わ
■
。
ｑ
々
Ｑ
ワ
ａ
０
や
β
夕
も
●
の
■
。
Ｐ
訂 ●

｜
秘
蠅
蠅
鰹
輝
賄
嘩
禦

肺
さ
い
．

目
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
害

し
て
『
自
主
的
財
源
』
即
ち
『
町
税
收

共
同
募
金
に
△
が
多
く
閏
叩
依
仔
財
遅
で
あ

御
協
刀
卜
さ
い
る
圃
硴
棚
助
金
串
勗
政
平
衡
交
付

毎
月
一
回
発
行

部
数
の
都
合
上

〃
凸
■
９
句
ひ
。
◆
Ｑ
○
〃
ご
■
。
◆
●
も
凸

木
釘
役
堀

奥
日
報
社

■
０
１
■
』
■
Ｔ
Ｉ

I二1-9=ー■
9
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一元

１
１

嘩
謹
灘
菫
黙
埋
謹
孵
溌
噌
錫
僅
蕊

か
ら
展
家
の
皆
様
に
は
御
遠
慮
な
く
御
一
七
、
出
品
申
込
金
木
町
役
場
へ
十
局

出
品
下
さ
る
よ
う
閲
保
者
は
切
望
し
て
二
千
日
ま
で

い
る
．
八
、
出
品
物
搬
入
十
月
一
一
千
一
日
’

一
、
会
期
十
一
月
一
日
上
一
百
聖
三
十
一
月
一
日
四
百
間

一
価
》
囎
心
蝋
鈩
、
玄
米
、
一
識

日
閥

二
、
堀
所
金
木
小
学
校

一
確
惟
肌
朧
蛾
礫
搾
沸

一
喉
わ
れ
、
閨
咽
娚
恵
噛
胤

h｡三
、
名
称
金
木
地
区
範
一
回
農
産
物
玉
蜀
黍
そ
ば
、
栗
、
薬
種
そ
の
他
｜

品
評
会
（
冬
五
合
）

四
、
区
域
金
本
町
、
中
串
町
、
嘉
瀬
ロ
、
果
実
の
部
り
ん
こ
、
梨
、
柿
、

村
、
喜
艮
市
村
、
武
田
村
、
稲
垣
村
《
》
ど
う
（
各
五
個
一
栗
、
胡
桃
（
各
一
難

一
群
部
傘
零
義
一
蝿

の
二
町
四
力
村

五
、
共
催
金
木
町
役
場
、
鯉
業
協
同

組
合
、
商
工
会

一

『｜
;’

｜
前
号
及
で
の
拙
載
分

・
目
次

ｏ
柔
一
軍
昭
和
一
千
七
年
鹿
子
算
一

●
は
し
が
き

は
ど
弓
編
成
さ
れ
た
か
．
｜

麓
１
節
歳
入
予
亜
は
ど
の
よ
う
に
し

て
計
上
さ
れ
た
か

歳
入
予
算
は
御
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の

町
諄
一
、
主
的
に
畑
趣
す
る
『
自
主
的
財

彊
必
嗣
か
ら
の
財
源
推
瞳
で
あ
る
園

ぱ
傘
ず
、
逆
で
『
国
庫
帳
存
財
認
』
と
『

負
武
』
が
総
収
入
排
算
の
約
六
十
％
を

占
め
、
モ
れ
が
年
左
増
加
の
一
途
か
辿

り
、
今
後
の
町
財
政
躯
磁
上
ま
こ
と
に

憂
瞳
に
壕
え
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
町
の

【
女
化
の
日
』
に
ち
な
み
町
当
局
始
め
商
工
会
、
展
協
が
中
心
と
な
り
卵
発
協
会
鴬
醒
堯
習
湯
、
農
改
苦
批
事

務
翫
雌
び
両
践
の
有
志
者
が
一
体
と
な
り
展
産
物
の
品
評
会
、
商
工
バ
ザ
ー
、
生
徒
作
品
睡
不
会
誼
芸
能
発
表
会
、

防
犯
衛
生
腿
覧
彙
写
唾
輿
郵
便
友
の
会
生
花
菊
の
鯉
本
会
等
争
彩
な
行
事
を
来
る
十
一
月
一
日
か
塁
一
百

間
鮒
す
ぺ
く
目
下
準
鋪
を
す
す
め
て
い
る
が
同
期
間
中
に
は
金
木
癌
等
学
稜
猿
立
龍
念
式
祭
及
び
中
、
小
學
陵
の
落

成
式
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

文
化
の
日
を
記
念
‐
私

、
‐
‐
一
口
、
。
－
．
ロ
ム
画
。
。
。
》
。
，
Ｑ
Ｆ
Ｚ
Ｔ
。
、
一
・
。
・
Ｔ
ｂ
ｇ
・
召
■
ｐ
心
も
。
ざ
‐
‐
＆
、
。
。
ｆ
■
戸
、
４
０
，
少
、
ｄ
Ｊ
Ｄ
呂
召
‐
舎
幸
』
合
。
。
あ
弧
口
寺
〃
小
ｐ
ｑ
２
７
ｏ
Ｄ
い
■
ど
マ
ム

ノ

ノ

〃

秋
の
ま
つ
り
“
開
く

も
全
・
・
・
一
ダ
Ｌ
も
言
，
△
ず
。
ｊ
二
画
。
０
今
げ
ひ
口
角
。
、
‐
亨
凸
り
ぞ
‘
合
Ｌ
１
で
，
巳
〆
。
。
．
二
勺
・
凸
一
。
●
ｏ
一
・
‐
ｏ
ｒ
も
。
』
‐
ロ
ニ
。
。
こ
・
・
岳
、
、
旬
▽
。
，
号
、
畠
。
。
＆
０
，
９
．
ム
ニ
、
、
ｇ
Ｄ
Ｐ
ｓ
ｐ
己
寺
Ｐ

十
一
月
一
日
か
ら
三
日
間

喬
工
会
一
天
〆
一
把
人
参
笂
本
、
長
茎
一
・
本
一
の
喜
び
と
抱
食
〃
を
お
伺
い
し
て
み
よ
一
し
て
脅
威
を
与
え
る
擬
な
も
磐
あ
つ
で
今
回
の
教
育
秦
屋
当
選
に
は
身
の
程

一
二
二
二
二
一
二
一
一
一
二
一
二
一
二
二
一
二
一
二
二
三
』
一
二
一
二
一
二
一
言
二
一
二
二
二
四
二
潭
二
一
二
一
三
二
一
二
一
二
雪
二
一
・
【
『
二
一
一
三
二
一
二
一
二
一
二
二
二
二
二
一
二
雪
二
一
二
一
昔
二
一
二
二
一
一
言
二
一
二
二
二
一
二
二
二
二
二
一
・
一
二
二
一
二
一
言
二
一
二
二
二
一
一
二
一
『
二
一
二
一
言
二
一
二
二
一
三

。
■
ｒ

、
‐
’
‐
‐
Ｉ
！
‐
Ｌ
‐
‐
．
■
■
０
８
０
９
，
６
ｐ
Ⅱ
卜
ｆ
１
ｆ
Ｉ
Ｊ
１
ｆ
＆
〃
０
８
８
８
■

-＝

財
緬
腰
ど
の

才
と

一
、
Ｆ
Ｆ
ｌ
ｌ
，

（
－
）
町
に
お
い
て
自
主
酌
に
確
保
で

き
る
財
諒
の
総
額
は
八
百
六
十
七
万

七
千
四
百
秬
歳
入
総
額
の
約
四
十
％

を
占
め
、
そ
の
主
な
る
も
の
は
次
の

よ
っ
に
な
り
ま
す
。

町
税
七
、
四
○
三
、
三
五
○
円

公
企
築
放
び
財
壺
收
入
．
《

二
○
、
四
五
○
円

夫
役
及
び
現
姑
三
○
○
円

使
桐
料
及
び
手
数
料

一
三
八
、
一
○
○
円

寄
附
金
二
○
○
円

繰
越
金
、
二
○
、
○
○
○
円

雑
收
人
一
、
○
○
五
、
○
○
○
円

汁
八
、
六
七
七
、
四
○
○
円

（
２
）
国
施
依
存
の
財
源
は
総
額
が
九

百
二
十
一
万
八
千
五
貞
平
園
こ
繊

入
中
の
約
四
十
四
％
か
告
め
次
の
通

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
財
政
平
衡
交
付
金

五
、
二
五
○
、
○
○
○
円

、

国
庫
湘
助
金三

、
九
一
九
、
八
○
○
門

曝
禰
助
金
四
八
、
七
宝
○
円

よ
う
に
い
る
か
と
申
し
ま

県
農
業
一

一

羅
采
エ
礪
蜜
百
十
二
万
八
千
円
（
内

六
十
万
誠
千
八
宮
門
は
嗣
砿
怖
助
〉

の
砺
乗
黄
金
の
不
足
額
に
対
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
＠

以
上
で
繊
入
総
額
は
二
千
百
一
千
・
九
万

飛
千
九
百
三
十
円
と
な
り
ま
す
が
、
町

民
の
直
接
負
担
と
な
っ
て
い
る
町
税
に

つ
い
て
魏
明
を
加
え
て
お
き
主
す
。

町
挽
は
昨
年
産
の
六
百
七
十
一
万
八

◎
当
選
委
員
に
“

Ｋ
夕
■
◆
４
ヶ
■
色
少
■
●
甲
々
①
Ｃ
●
ｃ
ｃ
勺
与
■
ｃ
●
夕
早
早
●
■
も
ｑ
ｅ
●
も
４
ケ
Ｄ
Ｂ
◆
■
■
①
Ｓ
ｑ
ｈ
の
■
■
■
戸
』

喜
び
と
抱
負
を
き
く

蕊
詐
蕊
蕊
一
」
鋲
＃

荒
関
豊
七

宗
谷
、
福
士
、
新
岡
の
閥
氏
に
少
当
週
そ
の
一
、
・
・
婁
員
会
は
、
教
職
”
》
対

仏
掌
い
も
五
本
、
か
ぶ
五
個
、
里
芋

五
株
．
た
か
な
五
株
、
薦
竺
個
、

そ
の
他
薬
類
五
個

二
、
母
本
の
部
株
稲
二
棟
、
抜
豆
室

株
、
そ
の
他
壹
株

・
針
九
、
一
二
八
、
五
三
○
円

（
３
－
町
債
即
ち
自
主
的
財
源
と
国
庫

依
存
財
源
と
を
合
わ
せ
て
も
な
お
且

つ
不
渥
な
憩
入
を
補
う
た
め
の
償
入

金
で
あ
っ
て
、
こ
の
総
額
ぱ
三
百
四

十
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
中
の

十
六
％
を
占
め
、
そ
の
内
訳
は
中
学

校
輔
三
期
工
事
変
六
百
万
円
〈
内
三

百
万
門
豚
国
庫
禰
助
）
と
公
鱗
住
宅

●
８
Ｆ
も
Ｇ
ｇ
Ｊ
や
ロ
グ
日
も
●
◆
＄
も
申
ｂ
や
■
●
Ｂ
今
少
々
巳
■
の
ｂ
い
■
ｂ
■
■
＆
Ｏ
Ｇ
■
守
色
●
◆
●
。
●
の
り
。

6′悸
国
限
補
助
｝
と
公
鱗
住
宅
一
軍
、
荷
頭
其
の
他
の
詣
娩
の
白
蓉
増

昭
和
二
十
七
年
六
月
三
十
日

財
政
事
情
説
明
書
箕
ノ
ー
）

金
木
町
長
花
田
一

一
澱
粉
五
合
、
蜂
密
云
画
、
葉
逐
表

一
卜
、
参
考
墨
の
部

一
農
薬
生
産
上
参
考
に
な
る
も
の

－
十
、
轍
送
其
の
他
出
曇
種
す
る
賓

一
は
出
品
者
の
食
担
と
す
る
一

一
十
垂
撫
溌
瀕
に
よ
り
§
び

一
十
二
、
出
品
の
顕
込
金
木
町
役
澤

一
士
一
、
出
品
物
の
即
売
は
原
則
し
ゞ
’
て

｜
繩
群
撫
朏
灘
鰡
一
ヰ

ホ
、
塞
工
品
の
謡

む
し
ろ
、
か
ま
す
瀝
各
二
枚
ｊ
言

り
、
わ
ら
じ
、
つ
ま
で
、
馬
皇
各

一
足
、
け
ｂ
一
枚
機
械
繩
大
垂
こ

た
ま
。
牢
．
な
え
な
わ
一
束

へ
、
加
エ
品
の
部

澱
粉
五
合
、
蜂
蜜
苔
、
葉
逐
表

卜
、
参
考
墨
の
部

加
を
計
上
」
た
結
果
、
的
年
腰
踵
比

し
前
述
の
如
く
六
十
八
万
五
千
・
一
〈
十

三
門
靖
額
の
七
百
胆
十
万
三
千
》
言

五
十
円
の
歳
入
予
算
の
針
上
季
．
》
た

の
で
あ
り
ま
す
。

露
２
節
歳
出
予
算
は
ど
の
よ
う
起
し

て
計
上
さ
れ
た
か

昭
聾
幸
七
年
匪
の
趨
出
予
算
は
憾
鰯

別
謹
（
二
）
に
示
す
通
り
で
あ
り
生
す

９
５
１
１
１
１
６
Ⅱ
ｌ
８
１
１
１
１
１
７
１
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
ｊ
Ｊ
ｌ
１
Ｉ

た
が
相
当
の
堀
額
と
な
り
、
里
税

で
竺
董
〈
互
含
公
七
個
減

額
補
正
を
図
つ
た
も
の
の
、
画
転

篝
蕊
舗
蕊
購

碗
率
改
蔭
疑
問
す
る
も
の
諄
そ

れ
で
も
町
と
し
て
は
遅
蛭
錨
壷
嘩
一

千
分
の
十
六
』
を
以
て
賦
課
し
言
し

I6

･･弓一‐

根
性
を
棄
て
て
中
正
不
偏
一
親
同
仁
の

立
場
で
行
き
た
い
と
恩
い
ま
す
。

を
Ｄ
三
、
・
・
．
汗
里
美
尽
丁
卜
三
汀
国
力

が
主
な
る
も
の
莚
科
目
別
に
比
率
孝
義

一
げ
ま
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

｜
教
育
変
四
○
二
一
山
％

｜
役
堪
型
二
五
．
一
○
％

一
社
会
労
働
施
設
鐙
九
・
○
六
％

｜
公
侭
残
五
・
九
七
％

会
艤
餐
三
・
九
○
％

産
梁
経
濟
擬
。
三
・
七
七
％

↑
浩
助
強
三
・
七
一
影

教
職
典
を
擁
謹
し
、
こ
れ
に
安
定
感
を

与
喜
つ
こ
と
莚
主
要
努
力
事
項
と
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
〔

そ
の
二
、
…
金
木
面
内
の
五
校
に
対
す

る
委
員
会
の
態
展
は
飽
く
ま
で
も
部
落

そ
の
三
、
・
・
・
新
設
金
木
町
外
二
町
四
力

村
の
糧
今
立
金
木
海
等
学
校
の
校
舎
の

新
築
を
速
や
か
に
夷
環
し
た
い
も
の
と

念
願
し
ま
す
。

右
三
項
の
外
、
所
説
室
一
制
堅
持
の
建

前
か
ら
、
中
学
校
長
期
欠
席
児
童
の
解

消
と
、
各
学
校
教
育
を
通
じ
て
、
道
穏

教
畜
め
面
孝
二
暦
強
化
し
て
然
る
べ
き

と
痛
感
す
る
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

泉
谷
柾
太
郎

家
庭
の
多
忙
か
ら
届
出
後
も
出
馬
を
強

く
拒
否
す
る
老
父
と
熱
誠
を
も
っ
て
推

せ
ん
し
て
く
れ
る
人
衣
に
完
全
に
板
挟

み
に
さ
れ
て
随
分
苦
し
い
数
日
を
過
し

士
じ
た
今
に
な
っ
て
惑
侭
無
壷
で
す
．

議
燗
人
と
し
て
は
昭
和
二
十
二
年
Ｐ
皿

Ａ
粂
堰
以
来
学
校
店
据
邪
厩
す
る
度
に

教
育
の
重
要
性
わ
け
て
も
学
校
の
先
生

方
の
参
堂
心
み
な
ら
い
労
苦
に
対
し
深

く
感
殿
〃
意
を
抱
い
て
い
た
一
人
な
の

土
木
饗
二
・
一
五
％

保
健
衛
生
型
一
・
八
○
％

財
産
製
一
・
一
三
％

予
価
鐘
一
・
一
○
％

諸
支
出
金
○
・
八
○
％

地
方
振
興
変
○
・
六
七
％

統
制
鯛
査
狸
○
・
二
五
％

選
挙
壁
○
・
二
四
％

以
下
各
款
の
張
奪
内
容
に
つ
い
て
申
上

二四
三三三五九五○
●●●●●●●

七0七九九○一二
二七○七フ‘＜○"
％％％％％％％ ’

却
っ
て

I

一
二
二
二
一
二
一
一
二
一
二
一
一
一
二
’
一
二
二
一
雲
や
星
一
二
一
二
二
』
二
一
二
一
二
一
雪
二
一
『
ニ
ニ
ニ
一
二
一
二
一
二
一
一
一
二
一
二
二
一
雪
二
二
一
二
一
二
』
二
一
一
一
二
二
一
二
一
重
二
二
一
二
二
一
二
二
二
一
｛
二
一
一
二
一
二
一
二
二
一
二
二
一
三
一
二
）
一
二
一
三
一
二
一
二
二
一
二
一
二
一
二
一
菫
一
言
二
一
二
二
一

も
忘
れ
本
当
に
感
激
で
一
杯
で
し
た
。

一
方
町
民
各
位
の
一
御
支
持
に
改
め
て
厚

く
御
礼
の
言
葉
を
心
か
ら
申
上
げ
る
も

一
の
で
御
座
い
ま
す
。
選
挙
当
日
は
稲
刈

一
議
洲
繼
誰

げ
ま
す
ぐ

▲
教
育
蛍
総
額
八
、
五
六
九
、
↑
七
六

五
門
を
各
攻
別
に
あ
げ
れ
ば
、

魂
‐
自
愛
用

金
木
小
学
校
頚
七
一
画
、
○
四
○
円

川
倉
小
学
校
費
三
九
四
、
四
二
笂
門

蒔
出
小
学
校
変
一
三
六
、
八
八
○
円

金
木
南
学
校
饗
五
八
六
、
二
一
○
円

在
等
学
校
負
担
金
四
○
○
、
○
○
○
円

社
会
数
育
愛
一
四
八
、
三
○
○
円

斌
講
変
六
、
○
○
○
、
○
○
○
円

各
校
に
お
け
る
継
燃
継
蜜
は
教
育
そ
の

も
の
に
直
接
彰
轡
す
る
面
が
非
常
に
多

い
の
で
、
大
体
に
お
い
て
学
校
当
局
か

ら
提
出
し
た
予
騨
計
画
癌
に
基
い
て
針

上
し
ま
し
た
が
、
睡
全
財
政
保
持
の
関

係
上
糊
喫
痩
に
お
け
る
減
額
分
に
対
し

て
は
敦
育
抵
当
者
の
教
育
弦
術
と
ｒ
Ｔ

Ａ
の
御
協
力
に
よ
り
教
育
の
万
全
を
粥

し
た
い
と
考
筌
Ｌ
い
ま
す
。

定
時
制
癌
等
学
校
の
予
算
は
一
両
四
力

村
の
組
合
立
で
あ
る
関
係
上
モ
の
所
在

地
で
あ
る
こ
と
と
利
用
歴
に
よ
り
当
町

は
全
予
算
の
四
十
％
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
負
担
額
と
し
て
四
十
万

円
を
汁
上
い
た
し
ま
し
た
、

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
お
寺
参
り
に
も

出
れ
な
い
超
老
人
組
が
好
天
と
は
串
せ

リ
ヤ
ー
カ
や
荷
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
く

る
の
を
見
か
け
て
は
教
育
愈
重
以
外
の

何
も
の
で
も
な
い
実
感
に
興
奮
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
就
任
後
は

こ
の
感
激
や
興
奮
を
大
切
に
保
持
し
て

専
門
家
の
意
見
を
立
て
一
般
父
兄
の
声

を
敏
感
に
粟
め
て
重
童
を
果
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

教
育
の
事
は
兎
角
忘
れ
鰐
ち
で
す
。
幸

い
新
し
い
委
員
の
中
に
自
治
体
の
元
老

格
山
方
が
二
人
列
席
さ
れ
ま
す
の
で
御

指
導
を
受
け
全
国
的
要
望
で
あ
る
親
し

み
深
く
も
実
質
の
あ
る
委
興
会
建
設
に

礎
か
な
努
力
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す

倍
旧
の
御
鞭
挺
を
お
願
い
し
て
止
み
ま

せ
ん
。

幅
士
勇

十
月
五
日
の
金
木
町
教
育
委
員
会
委
員

頭
等
当
日
は
気
湾
く
謹
み
渡
る
秋
溺
れ

い
好
Ｈ
海
け
、
た
だ
の
一
分
た
り
と
も

I

日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
６
■
■
■
■
６
０
４
■
ｆ
７
ｌ
ｌ
ｆ
Ｇ
０
Ｉ
ｌ
０
ｆ
ｐ
ｌ
４
■
６
０
巳
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｕ
Ｇ
Ⅱ
ｊ
４
ｆ
１
ｄ
５
６
０
ｄ

つ
ぎ
の
社
会
教
育
蜜
は
主
と
し
て
広
報

活
動
推
進
の
た
め
の
印
刷
喪
、
各
種
の

諦
習
、
調
話
会
蜜
と
体
育
向
上
の
見
地

一

か
ら
体
育
の
室
技
の
雷
得
及
び
理
論
探

究
の
た
め
の
体
育
大
会
卵
蝋
の
諦
継
蜜

を
見
譲
り
一
四
八
、
三
○
○
円
を
献
上

し
ま
し
た
。
漣
繕
費
の
六
○
○
万
円
は

金
木
中
学
校
の
第
三
期
工
事
と
し
て
同

校
の
鍬
堂
新
築
莚
計
画
し
て
銑
上
し
ま

し
た
が
、
今
後
に
お
け
る
起
債
と
の
関

係
も
あ
り
苓
少
の
褒
璽
も
小
予
測
さ
れ

ま
す
。

▲
役
蝿
爽
役
堀
変
販
出
の
大
半
を
占

め
る
職
風
の
給
料
及
び
鮨
手
当
の
蝦
額

は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
る
自
然
端
加

に
基
く
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
醐
要
費

は
町
財
吹
と
照
合
し
極
力
支
出
の
節
減

を
図
り
編
成
し
ま
し
た
。
以
下
各
瓢
目

別
に
述
べ
れ
ば
つ
ざ
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

職
員
給
、
二
九
九
七
、
二
○
○
円

戯
蛮
一
壷
○
、
○
○
○
円

諾
手
当
一
、
○
五
七
、
七
九
○
円

交
際
壁
一
二
○
、
○
○
○
門

彌
用
費
四
六
七
、
○
六
○
円

研
修
澱
二
○
、
○
○
○
円

い
う
、
い
と
も
寛
大
な
厚
き
御
湿
情
の
格
か
ら
し
て
叡
育
が
不
当
な
支
配
か
ら

れ
わ
れ
自
身
が
責
任
を
も
っ
て
国
民
の

教
育
に
当
ゐ
と
い
つ
程
卒
の
一
理
念
か
ら

し
て
う
」
の
一
票
で
子
供
た
ち
の
教
育

に
責
任
を
も
つ
』
と
い
う
確
固
た
る
御

信
念
の
も
と
に
、
投
票
し
な
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
ま
し
て
は
、
満
腔
の
敬
意
莅

表
す
る
次
第
で
あ
り
》
子
。

開
票
の
結
果
、
不
肯
私
も
当
選
の
列
に

加
わ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
御
承
知
の

如
く
教
育
委
員
会
は
、
教
育
専
門
家
で

あ
る
教
育
長
や
、
指
導
主
事
を
別
に
睡

く
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
に
し
て
も
、

社
会
人
と
し
て
人
格
、
識
見
、
地
域
社

会
の
向
上
発
慶
に
貢
献
し
う
る
よ
う
な

公
正
な
人
が
要
望
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
然
る
に
私
は
以
上
の
何
れ
に

も
当
て
は
ま
ら
ぬ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
私

を
当
選
さ
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
町
の
皆

皆
椋
が
、
さ
ぞ
や
私
が
長
い
間
教
熾
を

し
た
関
係
上
、
年
取
っ
た
今
日
で
も
児

童
や
生
徒
の
教
育
上
の
こ
と
を
語
る
の

が
、
彼
が
唯
一
の
楽
し
み
で
も
あ
り
、

そ
れ
が
彼
に
取
っ
て
の
老
犠
悠
禽
白
適

の
道
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
際
一

つ
彼
を
楽
し
ま
し
べ
く
、
そ
し
て
冬
少

た
り
と
も
町
教
育
に
尽
し
て
も
ら
う
と

し借
いし
中ま
力》る
らる

儲蚤
釜通
繰り
nの

合御
､ し い

てを
、が

わわ
－

えも

灘
爵そ
爵菖
のオも

外た
くよこ
あと
りと
ま恩

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
る
自
然
端
加
一 q

一
、
三
一
八
、
○
○
○
円

保
瞳
饗
の
給
与
が
廃
止
さ
れ
福
祉
事
務
一
公
団
蜜
一
○
○
、
○
○
○
円

所
の
所
管
顎
調
と
な
り
ま
し
た
関
係
上
一
保
育
所
費
六
六
四
、
七
六
五
門

本
年
度
の
予
算
画
か
ら
保
謹
磯
は
創
減

し
か
し
な
が
ら
昭
和
二
十
六
年
＋
昌
一
家
蝿
蝦
繩
圃
罰
溌
鰄
磯

さ
れ
ま
し
た
。

▲
公
侭
蜜
公
慨
蜜
は
御
承
知
の
よ
う

一
熱
獅
鰯
誰
識
雑
録

一
保
育
所
没
置
”
シ
算
を
齢
上
致
し
ま
し
｜
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一

た
。

公
懲
性
宅
饗
に
つ
い
て
は
現
下
の
住
宅
一
こ
の
内
飯
は
次
の
通
り
に
な
っ
て
い
ま
一

雄
に
対
処
す
べ
く
昭
謹
千
九
年
腰
ま
す
。

で
に
五
十
戸
の
趣
築
花
子
蝉
し
訓
上
」
一
元
金
憐
避
金
一
三
、
三
○
四
門

て
み
ま
し
た
が
こ
れ
の
黄
金
面
に
つ
い
利
子
支
払
額
一
、
一
三
五
、
五
○
五
門

て
は
翻
助
金
異
借
入
金
等
の
関
係
が
蒔
惜
入
金
製
ゞ
三
一
、
六
Ｃ
Ｏ
円

維
持
蜜
一
○
、
○
○
○
門

報
侭
壷
五
、
○
○
○
円

鶴
舗
錘
四
五
一
、
八
二
八
円

針
五
、
三
七
八
、
八
七
八
円

▲
社
会
労
働
施
姓
誕
從
来
社
会
餐
の

諏
要
部
門
を
占
め
て
い
た
生
活
保
迩
蜜

が
生
活
保
謹
法
の
改
正
で
社
会
梱
祉
法

に
包
含
さ
れ
総
合
的
な
計
画
の
中
に
も

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
市
町
村
取
扱
い
の

保
謹
饗
の
給
与
が
廃
止
さ
れ
福
祉
事
務

の
実
態
に
即
し
た
る
教
育
行
政
に
、
は

た
ま
た
道
霧
の
昂
揚
に
、
他
の
秀
鍾
各

位
の
醸
躍
に
附
し
明
朗
な
る
気
分
で
、

微
力
な
が
ら
も
賦
意
を
鐸
げ
努
力
し
た

い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。
ど
・
っ
か
町
の

皆
点
穏
底
一
段
の
御
指
麺
と
御
鞭
鍵

を
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
こ
こ
に
識

ん
定
御
礼
を
申
上
ぐ
る
と
共
に
、
今
後

の
こ
と
に
つ
い
て
御
願
い
頭
上
ぐ
る
次

第
で
御
座
い
ま
す
。新

岡
千
代
二

（
正
海
）

当
選
の
喜
び
．
：
。
：
そ
れ
ア
鯉
し
い
で
す

ネ
・
…
こ
れ
か
ら
の
抱
魚
？
…
・
・
別
に

大
げ
さ
に
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が

結
錦
と
し
て
法
の
認
一
条
の
精
神
の
兵

現
実
行
で
す
ネ
。
つ
ま
り
一
桑
戯
会
の
性

鴎
雄
窯
蕊
瀦
鴻
鍔
識
蕊
蕊
輪
瀝

蕊
熱
鎚
塑
謹
§
と
赤
喜
譲
！

た
ず
さ
わ
る
立
蝿
に
瞳
か
れ
て
あ
一
る
こ
道
は
直
き
に
溝
、
熟
は
稜
に
し
て

鑑
窯
騨
鯛
瀦
罵
瀧
蕊
藤
静
玲
ゞ

‐
ｌ
‐
０
１
０
日
曲
Ｆ
ｂ
ｒ
凸
‐
Ｐ
Ｉ
Ｌ
呉
寸
凸
も
咽
Ｊ
Ｄ
ｎ
『
ｂ
●

え
ば
、
唯
々
感
謝
感
激
の
外
は
あ
り
ま

ぺ
き
仕
憲
籔
冬
へ
圧
蕩
も
重
い
。
そ

せ
い
。
今
後
仕
歎
育
委
興
会
を
市
町
村

れ
が
た
め
に
は
常
に
是
は
是
、
非
は
非

に
ま
で
瞳
く
と
い
う
法
律
の
目
的
た
る
一
と
公
平
無
私
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
陛

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｑ
Ⅱ
！

一
も
の
の
た
め
に
も
服
す
べ
き
で
も
な
い

悪
溝
溌
態
識
睦

一
従
っ
て
行
動
す
る
で
し
ょ
う
。

特
に
町
の
指
導
者
鍜
溢
に
望
み
た
い
こ

と
は
自
己
の
打
算
的
な
態
腿
か
ら
晩
却

侍
に
副
つ
く
く
努
力
致
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。

社
会
労
働
施
織
蜜
の
名
斌
に
つ
い
て
申

上
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
す
。

民
生
委
員
会
殻
一
七
、
五
○
○
門

福
祉
提
謹
強
二
○
、
○
○
○
門

減
締
盛
（
公
常
搾
宅
新
築
）

子
供
に
は
夢
猛

先
生
に
は
論
の
蓮

町
民
に
は
願
謝
を

そ
こ
に
愛
さ
れ
る
べ
き
鐸
侭
会
が
鰹
生

げ
る
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
が
皆
報
の
御
期

あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
が
実
現
を
図
愚

に
は
相
当
の
雨
雌
が
あ
る
こ
と
は
申
上

す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
い
ず
恥
も
原
亥
の
ま
ま
）

れ
る
こ
と
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す

し
て
町
民
総
和
の
た
め
に
御
協
力
下
さ

よ
へ
て
”
ず
べ
き
で
も
な
く
一
方
的
な

は
な
ら
な
い
し
従
っ
て
政
治
的
な
一
三

ア
ン
ス
為
撰
院
す
べ
き
で
あ
り
感
禰
に

猛
る
べ
き
で
す
。
殊
に
蓉
璽
会
の
な
すぷ

－ － 一
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1

型



一
皆
嫌
こ
れ
か
ら
私
と
御
一
緒
に
眠
っ
て

率
蕊
融
瀞
鞭
鰭

い
る
爵
か
な
町
と
い
わ
れ
る
『
我
が

厘
を
散
歩
し
て
み
た
い
と
お
思
い
に

一
議
雛

さ
あ
皆
さ
ん
そ
ん
な
雁
剴
挙
ル
で
い
な

I
←

、 露

我が町

h

Yj 号 〈

I

？

2‘)。
I0

､

P

，’’
1

月15
凸

Ｕ
一
読
雛
躍
一
州
熱
薙
瀞
匿

わ
が
金
木
町
峨
他
町
村
の
者
に
『
活
気
一
さ
垂
っ
だ
。

よ
の
橋
阻
だ
と
か
鼠
ぞ
い
る
芽
ツ
ト
、
、
、
こ
こ
が
帆
ぞ
：
…
一

町
』
だ
な
ど
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
甚
だ
家
も
大
き
い
し
金
も
た
ん
ま
り
あ
他
監
・
一

、
面
白
く
な
い
こ
と
で
は
あ
る
し
、
そ
う
一
う
だ
』

だ
一
岬
鍬
溌
繩
鰄
鵬
鵜
剤
一
函
鯏
睡
雛
誌
蕊
雌
『
擬
』

日 木金

よ
・
火
の
つ
け
よ
う
に
も
い
ろ
い
ろ
あ

る
け
れ
ど
』
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た
。

全
く
シ
ヤ
ク
に
さ
わ
る
。

五
所
川
原
ぱ
焼
け
て
も
焼
け
て
も
あ
の

通
り
素
晴
し
い
発
展
振
り
だ
。

そ
う
か
し
伝
っ
て
マ
サ
カ
ほ
ん
と
の

『
火
』
を
つ
げ
て
燃
や
し
て
し
ま
う
ワ

ケ
に
も
ゆ
く
ま
い
。

さ
て
余
睡
は
こ
の
位
に
し
て
一
体
金
木

町
は
ほ
ん
と
に
眠
っ
て
し
ま
っ
た
町
な

の
で
し
ょ
う
か
。

と
一
応
体
裁
を
つ
く
っ
て
は
み
る
も
竺
詮
も
っ
て
い
る
お
家
で
し
た
。

の
内
心
は
全
く
白
幡
が
な
い
。
○
こ
れ
が
今
日
の
本
当
の
目
的
で
す
。

『
易
学
』
上
か
ら
解
剖
し
て
く
れ
た
そ
一
皆
搬
夢
な
ら
ぬ
現
実
の
世
界
の
銀
行
の

の
人
は
『
火
な
つ
け
な
け
れ
ば
金
木
と
・
門
猛
先
ず
た
た
い
て
み
る
こ
と
に
し
表

い
う
と
こ
ろ
は
な
か
な
か
燃
九
ま
せ
ん
一
一
し
よ
う
。

「 町の横顔」
典
ｑ
ｊ
４
４
４
０
‐
０
．
０
、
’
■
ｑ
０
ｌ
０
ｑ
も
、
‐
ｑ
Ⅱ
‐
４
．
１
・
‐
１
６
・
■
■
■
Ⅱ
ｑ
ｌ
０
Ｑ
４
１
Ｈ
ｌ
用
１
個
■
Ⅱ
。
０
，
１
１
１
１
‐
’

二
■
■
三
三
一
■
里
一
三
二
唾
■
一
三
一
言
■
二
三
■
画
三
一
菫
■
■
三
三
■
画
三
一
三
■
■
三
三
■
■
二
三
■
■
三
三
■
里
三
百
■
三
三
■
■
三
三
画
屋
屋
言
■
三
三
■
璽
一
三
言
■
三
三
■
昨
二
三
■
里
菫
言
■
一
三
百
里
一
一
三
師
里
三
一
一
■
■
一
三
一
一
言
■
三
一
三
■
■
三
一
三
■
画
一
二
一
二
■
■
三
一
三
一
■
里
三
三
■

Ｉ
Ⅲ
判
‐
咽
卿
酬
〃
畷
”
雫
釦

1

『
金
融
界
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
－
つ
な
要

領
で
お
伺
い
し
ま
し
た
。

１
、
九
月
は
全
国
的
に
金
詰
り
と
い
う

が
ど
う
か
？
。

２
、
金
（
通
俗
的
な
意
味
）
は
一
体
ど

こ
に
集
っ
て
恥
、
る
か
？
。

３
、
利
用
者
に
つ
い
て
。

（
イ
）
対
象
と
し
て
い
る
も
の
は
？
。

（
ｇ
各
随
暦
の
一
利
用
度
は
？
。

（
ハ
）
ど
ん
な
目
的
で
利
用
し
て
い
る

か
。

４
、
預
金
に
つ
い
て
。

（
イ
）
埴
減
の
傾
向
は
？
そ
の
原
因
〕

（
ｇ
利
用
者
別
の
預
金
の
仕
方
。

（
ハ
）
利
用
者
別
の
預
金
の
割
合
い

５
、
払
出
に
つ
い
て
。

（
イ
）
埴
減
は
’
て
の
原
因
は
？
。

（
ｇ
利
用
者
別
の
払
出
の
状
況
？
。

（
○
利
用
者
別
の
墾
出
の
割
合
。

■
■
８
１
１
１
１
日

金木川か地水したらど･)なるでしょう
(II1端町熱の湯角）

I

’

－
１3

、
▲
青
森
銀
行
金
木
支
店

１
、
今
年
の
九
月
は
維
戦
後
も
っ
と
も

基
し
い
。

２
、
商
人
（
金
融
糎
関
は
別
と
し
て
）

？
｡

さ
て
以
上
の
『
お
尋
ね
事
項
』
に
は
ど

ん
な
お
答
え
が
出
ま
し
た
で
し
ょ
う
か

そ
の
経
済
的
な
向
上
罐
は
？
。

そ
れ
に
対
し
て
金
眼
槻
関
は
何
か
老

ｌ
え
て
い
る
丸
４
１
，

９
、
助
成
し
て
ゆ
き
た
い
業
種
は
何
か

川
、
税
金
の
未
納
は
、
相
当
冬
額
に
な

っ
て
い
る
が
ど
う
思
う
か
。

Ⅲ
、
金
木
町
の
将
来
性
は
？
。

向
上
発
展
策
は
如
何
？
。

さ
て
以
上
の
『
お
尋
ね
事
項
』
に
は
ど

『
歴
史
の
発
洋
は
測
川
か
．
こ
と
い
わ
な
ら
ば
．
．
：
・
・

れ
て
い
る
が
、
わ
が
町
の
南
種
流
れ
る
▲
金
木
川
の
・
・
，
●
そ
れ
は
隅
が
四
○
ｌ
識

金
木
川
の
姿
、
と
れ
は
原
始
河
川
と
み
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
峰
つ
た
と
き
で

て
い
い
だ
ろ
っ
。
あ
る
。
大
河
川
り
び
○
’
三
○
○
ミ

汁
⑳
妾
…
を
れ
は
い
れ
わ
れ
現
代
に
生
リ
メ
ー
ト
ル
矢
で
は
攻
ば
な
く
と
も
せ

き
て
い
や
人
次
に
と
っ
て
は
な
つ
か
し
’
め
て
数
百
町
歩
の
美
田
と
河
岸
に
屑
ら

い
も
の
で
あ
る
。

｜
れ
る
町
の
皆
雛
が
こ
の
難
な
避
け
ら
れ

達
く
古
遡
蓮
離
れ
て
ふ
と
思
い
出
す
わ
一
た
な
ら
…
：

が
町
、
壷
蕊
纒
か
撮
が
町
Ｅ
歩
▲
職
勘
・
の
哺
付
繍
乱
醗
弊
粛

肌
ね
蝿
入
れ
た
し
一
さ
、
否
そ
れ
ば
か
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
は
い
論
も
の
の
、

Ｅ
に
な
い
。
脚
季
を
通
じ
て
静
か
な
ひ
金
乍
川
の
準
、
厩
を
ん
な
呑
気
な
こ
と

と
と
き
鞍
散
筑
に
求
め
た
時
に
わ
れ
わ
け
い
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
だ
．

れ
の
眼
に
映
る
わ
が
町
の
姿
、
そ
れ
は
△
町
長
は
こ
の
こ
と
に
は
早
く
か
ら

ど
ん
な
風
に
わ
れ
わ
れ
の
胸
を
う
つ
だ
一
気
づ
き
一
刻
も
は
や
く
土
堤
を
築
か
ね

ろ
う
↑
か
？
。

ぱ
な
ら
ぬ
と
関
係
当
局
に
何
回
と
な
く

『
金
木
川
』
と
れ
は
わ
が
町
の
生
命
で
足
を
運
び
近
く
こ
れ
が
陳
簡
の
た
め
唾

あ
る
こ
と
は
誰
方
も
御
存
知
の
筈
。
河
港
岬
憂
と
共
に
上
京
し
『
狂
う
金
木

そ
の
金
木
川
が
ひ
と
た
び
荒
れ
狂
っ
た
川
』
の
譲
岸
工
率
の
実
現
か
促
進
す
る

７
、
金
融
掘
関
と
し
て
黄
金
面
で
一
謡
。
（
◇
金
薙
借
り
る
の
が
目
的
で
利
用

困
る
時
蛎
は
？

す
る
者
が
冬
い
・

８
、
金
木
町
の
継
済
の
基
盤
に
よ
る
階
４
，
５
、
当
町
は
農
家
が
主
体
と
な
つ

層
（
業
種
）
は
ど
れ
か
？
・

て
い
る
関
係
上
例
年
十
一
月
Ｉ
三
月

必
、
商
人
（
金
融
糎
関
は
別
と
し
て
）

但
し
正
確
に
曇
き
か
れ
れ
ば
解
ら
な

い
と
答
え
る
外
な
い
。
だ
が
現
在
金

に
一
番
緯
を
も
っ
て
い
る
の
は
な
ん

と
い
っ
て
も
商
人
だ
ろ
う
。

ノ
、
（
イ
）
商
エ
関
係
を
対
象
に
し
て

い
る
け
れ
ど
現
在
の
所
商
店
は
ほ
と

ん
ど
利
用
し
て
い
な
い
。

（
ｇ
主
と
し
て
木
材
関
係
で
農
家
は

供
米
代
金
関
係
が
対
象
、
農
家
に
対

し
て
は
昨
年
の
三
港
額
を
融
蚕
し
て

い
る
。
（
塵
案
手
形
）
。

里
■
■
■
一
ロ
ー
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
酉
岡
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
』
■
■
・
・
■
■
■
■
■
■
色
色
■
■
■
■
■
■
雨
『
■
■
■
■
■
■
口
・
』
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
・
ロ
”
■
■
■
■
■
■
”
■
■
■
■
■
。
。
■
■
■
■
■
■
一
・
■
■
■
■
戸
口
・
■
■

。
ご
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
』
・
ロ
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
一
口
■
■
■
■
■
里
画
・
ロ
■
■
■
■
■
画
口
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
ご
■
■
■
■
車
・
・
■
■
■
■
■
■
ロ
・
一
■
■
■
■
■
二
画
口
■
■
■
■
■
■
』
■
同
■
日
■
『
・
一
■
■
■
■
■
■
口
車
・
■
一
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
ロ

■
・
白
色
■
■
■
■
■
■
・
画
・
■
■
■
■
■
唖
■
一
■
■
■
■
■
一
一
『
・
■
■
■
■
・
・
『
■
■
■
■
■
写
ロ
。
。
■
■
■
■
■
・
口
・
■
■
■
■
・
ロ
や
■
■
■
画
■
■
・
■
■
■
■
■
■
』
ロ
】
■
■
■
■
ご
■
ロ
｜
■
ロ
■
■
■
■
・
画
】
■
■
■
■
■
■
・
■
一
■
■
■
■
ニ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
Ｐ

■
一
Ｐ
■
■
■
■
■
・
』
■
■
■
■
■
凸
・
■
■
■
■
■
や
垂
・
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
・
一
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
卓
・
■
■
■
■
■
■
・
■
・
■
■
■
■
・
“
■
■
■
■
■
■
卸
・
■
■
■
■
■
己
■
■
■
■
■
■
■
■
二
・
■
■
■
■
■
・
・
一
■
■
■
■
■
口
車
』
一
■
■
■

各
業
界
を
訪
ぬ
て

級
以
下
の
堅
実
性
の
あ
る
人
が
多
く

そ
れ
を
大
別
す
れ
ば
。

○
サ
ラ
リ
ー
必
、
ン
昨
年
今
年
と
も
月

に
四
十
列
鰹
十
万
門
。

一

9
、

、
、
醒
家
が
町
の
経
溌
恭
盤
と
な
っ
て

い
る
か
ら
８
と
同
揮
。

川
、
お
客
さ
ん
吸
收
の
宣
伝
を
す
る
よ

う
商
店
界
に
望
み
た
い
。

▲
金
木
郵
便
局

１
，
２
青
銀
支
店
と
同
禄

３
，
４
（
イ
）
大
口
、
小
口
と
も
各

暦
を
対
象
。

（
ｇ
大
口
は
銀
行
、
信
用
組
合
、
醒

協
に
吸
收
さ
れ
主
と
し
て
零
細
貯
金

者
の
利
用
が
多
い
。
従
っ
て
中
窪
階

気
づ
き
一
刻
も
は
や
く
土
堤
を
築
か
ね

ば
な
ら
ぬ
と
関
係
当
局
に
何
回
と
な
く

足
を
運
び
近
く
こ
れ
が
陳
簡
の
た
め
県

河
港
岬
憂
と
共
に
上
京
し
『
狂
う
金
木

川
』
の
譲
岸
工
率
の
実
現
か
促
進
す
る

▲
金
木
川
の
・
・
，
そ
れ
は
隅
が
四
○
ｌ
識
一

○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
峰
つ
た
と
き
で

あ
る
。
大
河
川
の
三
○
○
’
三
○
○
ミ

ま
で
は
癒
え
四
月
か
ら
遠
次
減
じ
て

九
月
が
最
高
に
運
す
る
。
（
預
金
は

・
昨
年
ぶ
り
．
五
十
％
減
）
毛
れ
故
預
金

に
つ
い
て
は
新
米
に
出
姻
期
に
期
待

を
か
け
て
い
る
。

６
，
３
と
同
醸

７
、
七
、
八
、
九
月
今
年
は
特
に
九
月

８
、
鰹
業
が
基
盤
で
あ
る
。

農
家
は
も
つ
と
計
画
的
な
継
済
生
活

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

９
、
商
工
菜
関
係
⑨

１
１
１

、

序
文
に
樅
倣
し
て
↑
篭
遮
言
も
護
御
了
篭
鵬
”
鯛
芯
咽
噌
ぢ
し
迩
鳥
一
幟
で
粟
川
嫉
古
淡
弘
附
鯉
上
哨
た

里
ゞ
越
し
堪
え
ざ
る
べ
な
り
．
あ
つ
〃
錐
仏
億
う
宰
殖
の
役
堀
時
代
村
る
吻
砺
い
が
あ
る
。
水
源
を
聞
く
に
大

高
椛
良
次
郎
鳴
良
次
郎
敵
共
制
当
時
の
史
上
筵
緬
き
擬
す
る
に
今
倉
山
拠
山
溌
ぶ
ぃ
森
禽
た
る
制
戸
涙
べ
一

噸
和
一
千
七
凋
十
胤
を
去
る
三
十
年
の
歳
測
町
制
女
化
の
能
一
と
し
て
山
紫
水
月
の
観
あ
り
一
、
主
う
に

鯵
Ⅷ
＃

三
■
■
一
三
一
三
■
師
一
三
一
三
■
■
一
三
一
三
■
■
一
三
二
■
■
一
一
三
三
廟
■
’
三
一
三
■
■
一
三
三
一
■
■
一
三
一
三
■
■
三
三
二
■
■
一
三
一
三
■
”
一
二
一
三
■
■
一
三
一
三
■
■
二
三
三
■
■
一
三
三
一
■
■
三
一
三
一
■
■
三
二
三
■
■
一
三
一
三
■
■
三
一
三
一
■
■
一
星
一
二
一
■
■
一
三
言

一
。
溌
羅
蝿
測
霊
總
駕
壜
雷
す
る
．
》
（
鰹
蒙
茎
俸
）

△
現
在
の
と
こ
ろ
紳
士
的
で
石
橘
式
の
一
（
ロ
）
供
米
代
金
の
一
醗
預
入
れ
の
程
一
ｍ
釧
繩
蛎
餓
嘩
梛
拝
る
も
の
一

．
学
生
養
貯
壷
と
し
て
周
筵
‐
｜
熱
蕊
鐸
蕊
識
蕊
識
溌
訓
縫
響
梁
ロ
）
の
鑑
§
か
噸
鰻
寒
」
と
は
麓
い
ほ
ず
。

’
五
十
万
円
）

だ
か
ら
『
納
め
ら
れ
な
い
』
と
い
う

悪
霊
働
金
種
鋳
っ
て
い
↓
虻
蕊
羅
零
葱
対
審
誌
（
辱
藏
誹
毒
鞭
謡
零
人
稽
絢
鳥
で
割
ず
羅
鯛
鑪
鵠
秤
識

こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
・
・
・
心
．
、

◇
ｌ
△
：
．
…
〉
ｌ
◇

一
義
週
で
あ
り
記
や
粂
山
こ
と
ご
と
く
花
蹴
肯
自
治
周
仁
愛

馬
儲
緬
鮠
光

▲
希
く
ぱ
た
っ
た
五
○
ミ
リ
〆
４
卜
○
町
民
の
み
な
観
『
わ
が
町
の
横
顔
』
一
一
天
月
地
に
し
て
労
花
あ
り
芳
効
あ
り
連

壷
行
政
化
助
な
平

ル
位
の
乗
』
に
流
し
て
し
ま
わ
↑
《
ぃ
葦
一
展
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
そ
し
一
画
誉
り
維
胤
快
哉
を
叫
硲
て
あ
る
一
、
鯏
辨
神
硫
派
羅
紗
幽
谷

羨
霊
雛

鉄
適
鉄
橋
ま
逼
の
間
套
窟

み
で
識
岸
工
事
黄
は
約
、
徳

◆
．
、
．
▲
Ｉ
▼
…
◆

円
か
か
匂
見
込
み
で
あ
蓉
一

。
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ
６
２
１
Ｊ
Ⅱ
８
８
１
Ⅱ
Ｊ
１
Ⅱ
１
０
６
凸
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
０
Ⅱ
’
８
８
０
１
０
１
．
Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
７
ａ
０
■
９
０
■
０
８
■
Ｏ
１
ａ
ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
８
■
ｆ
Ⅱ
ｌ
●
Ⅲ
ｌ
Ｉ
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
０
，
‐
ｉ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｌ
ｈ
Ｉ

る
。

○
展
家
生
活
愛
の
足
し
と
す
ゑ
、

九
月
頃
に
な
れ
ば
殆
ん
ど
残
が
砿

保
険
に
つ
い
て

維
戦
時
か
皇
昨
手
毛
は
函
掠

で
あ
る
）

○
主
婦
子
供
其
の
他
題
時
に
婆
な

時
。

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

○
商
人
の
利
用
全
く
な
い
。

５
、
実
態
は
不
明
で
あ
る
祁
概
聾
ぎ

の
よ
う
な
傾
向
で
あ
る
。

Ｏ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
主
と
し
て
森
入

Ｏ
農
家
余
り
金
を
持
っ
て
い
る
〈
が

利
子
が
安
く
て
も
安
全
な
所
に
い

う
意
味
で
利
用
す
る
の
が
大
部
垂
で

（
そ
の
一
）

な
か
っ
た
け
れ
ど
昨
年
頃
か
堂

金
は
し
な
く
て
も
保
険
だ
け
毒

入
す
る
と
い
う
者
が
多
く
な
室

但
し
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
と
も
墜
荏

は
月
始
め
に
預
金
し
月
末
に
憾
認

払
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
状
態
・
あ

用
の
と
き
払
出
す
。
（
最
も
鱒
的

十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は
月
墜
○

○
万
円
位
の
預
金
が
あ
る
ぷ
抄
月

。
“
Ｊ
１
・
’
１
、
Ｉ
１
０
ｉ
１
０
Ｊ
０
０
０
０
０
１
ｂ
０
Ｉ
Ｊ
１
６
。
，
〃
８
０
“
９
１
，
Ｋ
、
１

５

脚
‐
・
’
０
１
幻
＆
ｒ
９
．
１
‘
イ

』
．
，
』
■
■
■
Ｐ
Ｌ木

材
関
係
二
割

○
昨
年
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
式
の
者
の
利
用

が
多
か
っ
た
が
今
年
は
堅
実
な
商
人

の
利
用
が
多
く
な
っ
た
。

（
ハ
）
零
細
預
金
者
の
ほ
か
は
全
く
借

り
る
目
的
の
者
が
争
い
。

４
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
よ
く
な

っ
て
い
る
。

５
、
３
の
（
ｇ
と
同
橇
の
傾
向
。

６
、
右
に
同
じ
。

７
、
銀
行
と
し
て
は
昨
年
よ
り
楽
だ
。

九
月
も
さ
ほ
ど
苦
し
く
な
い
。

８
、
や
は
り
歴
業
で
あ
る
。
も
つ
と
展

家
に
は
利
樋
し
て
も
ら
う
と
共
に
当

行
と
し
て
も
生
活
蚕
金
の
融
資
も
考

え
て
い
る
。

▲
津
軽
庖
用
金
距
金
木
支
店

１
、
雷
銀
に
同
じ

２
、
商
人
で
あ
る
”
屡
家
が
垂
も
苦
し

い
。

３
、
（
イ
）
商
工
業
者
（
主
と
し
て
小

売
筆

一
口
）小

売
桑
者
（
七
割
）

製
材
乗
者
二
割
）

飲
食
店
（
○
・
五
割
）

（
ｇ
商
店
関
徐
六
割

農
梁
関
保
（
倉
漁
柔
）
一
罰

穴
）
借
り
る
目
的
で
利
用
す
る
人
が

‐
争
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
木
の
人

は
返
済
の
見
通
し
を
つ
け
ば
術
り
と

い
う
堅
実
さ
を
も
っ
て
い
る
。

４
、
（
イ
）
他
と
同
じ
傾
向
ぜ
減
少
し

て
い
る
。

侭
し
月
末
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。

（
巳
（
ハ
）
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が

十
割
預
金
で
あ
る
。

５
、
（
イ
）
満
期
払
出
で
あ
る
か
ら
堀

加
し
て
い
る
。

（
巳
（
〈
）
減
期
に
な
れ
ど
ほ
と
ん

ど
払
出
し
て
し
ま
つ
。

６
、
（
イ
）
省
）
と
も
利
用
者
シ
一
同

湘
‐
〕
。

７
、
八
、
九
月

８
、
弘
前
相
互
想
行
と
同
じ
。

側
、
昨
年
で
た
ば
か
り
で
ど
う
だ
と
い

う
こ
と
は
姪
し
い
け
れ
ど
発
展
住
は

あ
る
と
思
う
。
但
し
現
在
の
所
。

イ
、
各
業
者
が
湾
極
的
で
活
気
が
な
い

ロ
、
飲
食
店
が
豪
気
よ
く
見
え
る
。
娯

楽
施
設
が
な
い
の
で
、
飲
む
外
に
楽

し
み
が
な
い
よ
う
だ
。

〈
、
商
人
は
ま
と
ま
り
が
な
い
。

二
、
向
上
莞
霞
雍
は
？
芦
野
公
廻
駅
鞍

廃
止
し
て
は
如
何
？
。

▲
金
木
町
第
一
■
棄
潅
同
組
合

’一
や
Ｃ

４
、
（
弧
供
米
代
金
の
み
取
扱
っ
て

い
る
関
係
上
昨
年
の
分
は
一
応
預
金

と
い
う
形
だ
っ
た
が
今
年
は
下
ま
わ

る
だ
ろ
っ
。

（
９
（
ハ
）
計
画
的
に
預
金
し
よ
う

と
い
う
人
は
全
く
な
く
払
出
し
も
無

汁
画
。
七
、
八
月
ま
で
は
大
部
分
め

人
が
払
出
し
て
し
圭
う
。

５
、
（
イ
）
車
座
家
以
上
の
人
働
」

小
腰
家
は
借
り
て
も
返
せ
な
い
と
自

覚
し
て
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い
。
利

用
者
の
大
部
分
は
生
活
賓
金
と
し
て

楢
り
て
ゆ
く
ほ
か
家
屋
の
新
築
ま
た

は
改
築
（
最
も
件
数
が
多
じ
そ
の

他
結
妬
（
相
当
多
額
で
あ
る
）
や
病

人
が
出
た
場
合
で
葬
衆
の
場
合
の
利

用
は
な
い
。

８
、
勿
論
塵
家
で
あ
る
。

屡
家
の
收
入
の
大
部
分
が
米
代
金
で

”
ク
。
Ｊ
い
ゞ
手
Ｐ
包
囲
手
匿
ヨ
エ
ヰ
ニ
１
章
ご
寺
巽
側

刻
蓉
湘
討
掛
郵
者
眉
唾
調
ｃ
湖
掴
録
頚
一
の
非
燃
に
堅
実
な
歩
み
を
し
て
い
る

に
お
い
て
対
疲
を
練
り
指
導
し
て
戴
と
い
う
こ
と
の
立
証
に
な
り
は
し
な

き
た
い
。
隆
家
自
体
の
計
画
的
な
生
い
で
し
ょ
う
か
？
。

活
は
勿
論
の
こ
と
幣
時
收
入
の
あ
る
以
上
は
今
日
一
日
の
收
穫
だ
が
果
し
て

副
桑
の
奨
励
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
我
が
町
』
の
本
然
の
妾
と
み

な
お
こ
れ
ば
貯
香
面
置
の
こ
と
だ
が
言
」
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

鯛
霊
製
灘
鯛
溌
卦
一
辱
澱
蕊
罎
だ
譽
統
け
れ
ば
な
ら

を
総
合
し
て
み
ま
す
と

一
、
何
れ
も
金
木
町
の
継
済
を
左
右
す

る
も
の
は
農
家
で
あ
り
、
町
の
発
塵

向
上
は
鰹
業
の
振
興
に
あ
り
と
結
験

し
、
金
融
界
で
は
隆
家
の
経
済
生
活

に
ま
で
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
り
ま
し
た
。

そ
の
次
に
は

二
、
我
左
の
鰹
中
は
非
常
に
淋
し
い
も

の
の
覇
』
の
時
代
が
過
ぎ
『
窪

の
時
代
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
申
上

ぽ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
乏
し
い

始
め
る
人
が
次
鯖
に
顕
え
生
活
態
腰

が
は
っ
き
り
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
が
叉
『
活
舞
の
な
い
町
』
『
眼

中
か
ら
も
計
画
的
な
経
済
生
活
を
し

つ
て
る
町
』
と
は
い
わ
れ
て
い
る
も

次
は
ど
》
老
お
坊
ね
し
た

よ
う
か
？

七
冑
律
散
文
入
る
。

一
題
芦
野
公
画
之
観
畷
七
酎
律散

女

蒋
山
榊
維
花
蝿
漫

十
万
行
人
坤
声
野

湖
上
洋
ん
刎
錘
海

水
天
劣
郷
辿
水
郭

川
蝦
水
明
鴬
篤
出

舜
野
紙
物
局
今
沓

鼬
上
腿
々
た
枇
脳
一
声
噸
彼
処

遥
聞
く
仁
大
半
夜
巡
叶
域
湖
心

噸
報
悴
一
繊
釉
鯏
継
剛
吐
繊
鯛

蹄
↑
ゾ
絶
好
の
地
で
あ
る
，
例
年
観
桜
会

こ
と
と
思
づ
そ
の
後
松
林
あ
り
種
林
一

あ
・
り
洋
次
た
ぁ
湖
水
あ
り
淫
睡
名
所
に
一

る
は
今
よ
り

一
あ
り
、

あ
る
。

に
は
十
万
行
人
蔬
野
左
埋
む
る
の
盛
捉

の
影
あ
り
睡
の
よ
っ
で
あ
る
。
愛
姫
貼

乎
と
し
て
筆
額
の
如
し
と
は
花
を
呼
ぶ

刹
那
主
駿
で
あ
麹
。
右
に
左
に
花
見
小

叫
ぶ
楽
天
主
錘
で
あ
る
。
季
画
悉
く
花

花
天
月
の
符
芦
野
に
遊
ぶ
は
人
生
観
虚

吟
魅
一
除
オ
ー
シ
ヤ
ン
渥
構
む
る
あ
り

袖
の
新
内
流
し
厩
に
美
な
る
か
な
、
愛

要
に
行
か
う
。

題
老
後
良
次
郎
之
飼
七
酉
律
敏
文

君
鯛
酔
な
る
や
宛
も
落
花
の
如
し
と
い

ふ
べ
き
だ
。
半
夜
月
に
抱
か
れ
湖
畔
の

な
る
か
な
。

遊
ぶ
時
代
思
想
樋
が
る
る
研
学
的
批

到
観
で
あ
っ
た
が
、
恰
も
郎
駆
忽
謝
で

今
よ
り
対
五
年
伽
混
然
と
し
て
帝
都
に

河
原
に
流
る
る
剛
月
夜
で
あ
っ
た
悲
載

露
者
の
酪
麗

明
治
七
年
生
、
当
地
小
川
町
吟
て
飯

館
金
城
館
霊
在
の
加
浬
露
金
物

店
）
を
塞
堂
、
鍾
淡
蹄
法
学
博
士
の

左
怡
次
七
十
九
年

半
生
観
月
遊
帝
都

晩
節
甘
嬬
臥
莱
老

松
緬
蛎
然
浪
月
下

湾
泉
渡
女
流
池
諏

甘
桑
之
愛
恩
一
期

眠
呼
如
郎
刷
之
夢

手
引
き
に
よ
値
日
本
画
壷
保
険
金

の
仙
台
及
び
札
幌
支
部
長
、
大
正

上
火
災
保
険
会
社
塞
皐
勤
務
と
な

三
十
五
年
間
莚
東
京
で
過
し
鯵
戦

三
四
窪
捻
懲
溌
薩
至
っ
て
い

る
●

ア
ア
理
想
の
翠
管
星
呈
し
く
踊
醇
因

塵
金
物

催
惹
哉社樺後 り

一一一

一一一凸,一
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ii隅管3,気
龍を心寄花

ii蔦宅螢琶

i篭籠
龍。塊だが
霊垂んあ

:：冒攪奄
壷皇食
鵲め脇
目二－__

り 号鏑 6 （,4）

１
１

イ

群蕊蕃
Hさのの壷

堂驚鬮胤

瞥澱辮
（（に（，‐ご

′1てlうに

kこま（k

お幅よ

1．F、つか記
‘向くすぞすた

－ －

と
寄
生
虫
満
よ
り
受
け
為
損
害
の
大
小

證
俄
に
結
鋪
す
る
こ
と
は
離
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
斑
的
に
は
寄
生

虫
病
の
損
害
が
大
き
い
と
い
っ
て
も
見

当
違
い
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
従
つ

る
傾
き
姉
あ
い
、
我
が
雨
に
お
い
て
は
一

他
の
怠
性
伝
弗
摘
に
よ
い
蚤
け
る
抵
害
一

十
一
月

菫
日
’
四
Ⅱ
川
倉
恥
、
緬
羊

芦
秤
恥
、
豚
、
緬
羊

釜
本
家
畜
保
鰹
衛
生
班

家
畜
の
保
健
と
寄
生
虫

家
茜
の
糯
生
虫
滴
は
伝
染
性
疾
病
と
し

で
宝
遥
に
越
し
い
被
舛
か
及
ぼ
し
て
い

る
卜
拘
一
児
Ｊ
慢
性
で
極
蝉
Ｌ
緩
裡
に
墓

延
す
る
闘
除
上
一
般
に
眠
洲
さ
れ
て
い

１
１
１

家
畜
飼
養
者
へ
一

氏
に
特
別
な
る
関
心
莚
喚
起
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
，

家
壷
の
寄
生
虫
こ
い
っ
て
も
、
体
内
寄

生
虫
（
刺
虫
等
）
と
体
外
寄
生
虫
（
虻

賦
等
）
に
区
別
ご
れ
、
そ
の
稲
油
が
争

い
の
と
被
齊
の
多
い
の
は
航
者
の
方
で

あ
り
ま
す
が
次
に
簡
龍
に
体
内
帯
生
虫

特
に
金
木
地
方
の
家
畜
に
み
ら
れ
る
渭

化
器
内
寄
生
型
に
つ
い
て
述
べ
て
み
旗

し
よ
・
つ
じ

一
、
家
琶
別
寄
生
虫
に
つ
い
て

詮
祓
綺
帝
生
嘩
名
・

蝿
鵬
虻
の
幼
虫
、
幡
細
山
、

脚
用
凱

緬
羊
山
羊
捻
幅
岡
虫
、
腹
結
師
虫

豚
豚
蛎
虫
、
豚
蕊
押
虫

二
、
譲
蚕
状
況

Ｉ
、
寄
生
虫
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
又
は

子
孫
拓
殖
や
し
て
い
く
た
め
に
家
畜

が
と
っ
た
誰
方
や
血
液
を
吸
い
と
っ

て
し
ま
、
ゴ
ー

２
、
帝
生
虫
は
塞
蒜
の
体
内
を
あ
粥
こ

ち
あ
ば
れ
廻
玲
性
斑
を
も
ち
、
腹
や

臓
器
を
破
っ
た
り
、
穴
な
あ
け
た
り

し
て
出
血
を
起
さ
せ
、
時
に
は
そ
の

鰐
口
か
ら
細
菌
が
入
り
こ
み
菰
い
病

気
お
お
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

’
1

｜

る
次
第

体
内
寄

｜
足
ら
ず
の
子
供
さ
ん
方
の
お
部
騨
に
な

っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
ち
ら
の

方
は
若
い
二
人
の
保
母
さ
ん
が
、
子
供

た
ち
の
お
相
手
を
し
て
い
る
よ
う
で
す

覇
鑿
蕊
簑
以
下
”
二

４
、
依
廃
料
（
生
活
程
度
に
よ
り
種
を
一

金
額
無
料
、
六
割
、
最
癌
五
百
円
、

堰
鱈
五
十
円
ま
で
）

昨
年
九
月
に
母
子
察
十
月
に
は
保
膏
所

壁
に
は
身
体
状
況
の
グ
ラ
フ
表
が
貼
っ

て
あ
り
、
隣
の
部
屋
に
は
お
つ
む
や
カ

バ
ー
が
何
枚
も
干
し
て
あ
る
。

こ
れ
を
お
世
鱈
す
る
の
は
中
年
位
の
保

母
さ
ん
、
な
か
な
か
骨
の
折
れ
る
お
仕

事
ら
し
い
で
す
。

お
菓
子
莚
喰
べ
お
茶
を
戴
き
な
が
ら
保

育
所
運
営
上
の
お
話
を
き
く
。

１
、
同
棟
に
あ
る
市
立
母
子
寒
心
お
話

２
、
予
算
に
つ
い
・
（
今
年
度
は
約
九

十
万
円
）

３
、
衛
生
方
面
（
月
一
回
の
趣
康
診
断

ト
ラ
ホ
ー
ム
璽
一
、
軽
二
あ
り
。
悩

み
の
■
）

４
、
毒
素
か
壱
。
Ｌ
い
●
る
寄
生
虫
（
廻

由
十
弐
支
脳
虫
）
は
家
畜
の
体
内
で

毒
素
を
出
し
い
ろ
い
ろ
な
中
毒
症
状

・
な
起
さ
せ
、
そ
の
た
め
に
家
語
は
胃

鵬
お
こ
わ
し
て
下
痢
誼
お
こ
し
、
折

角
よ
い
飼
料
を
与
え
て
も
仲
火
ふ
と

ら
な
い
で
次
節
に
煙
せ
て
し
ま
い
、

毛
づ
や
が
悪
く
な
り
、
体
は
窪
調
し

て
き
て
抵
痂
力
が
な
く
な
り
、
い
ろ

い
ろ
な
溺
気
に
か
れ
り
や
圭
ｊ
く
猛

る
。

三
、
主
な
る
予
防
法
（
議
個
詳
述

ｌ
、
幼
加
物
の
組
織
的
駆
虫

２
、
藷
舍
の
清
潔
、
乾
燥

３
、
蕊
尿
の
急
速
な
除
去
と
推
肥
の
醗

酵
熱
の
利
用
に
よ
》
や
仔
虫
の
殺
滅

（
金
木
町
家
茜
衛
生
保
睡
研
）

傳
貧
厩
舎
は

消
毒
し
ま
し
ょ
う

当
町
の
伝
貧
蒋
絵
墜
千
四
血
と
い

１

う
数
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
的
の
一
所
有
者

は
次
の
要
領
で
厩
舎
趣
消
毒
し
ま
し
よ

、
つ
。

●
琶
舍
の
土
の
渭
窒

表
面
に
消
石
灰
又
は
ク
ロ
ー
ル
石
灰
塗

撒
郁
し
た
上
で
一
尺
程
匪
の
深
さ
に
堀

起
し
こ
れ
を
搬
出
し
た
後
叉
清
石
灰
、

ク
ロ
ー
ル
石
灰
を
撒
術
す
る
こ
と
。

●
畜
舎
の
床
壁
隔
振
馬
せ
ん
棒
の
消
毒

先
ず
清
毒
す
る
箇
所
を
熱
湯
で
洗
い
、

い
子
供
は
六
年
生
と
の
こ
と
。
百
四
十
一

名
の
う
ち
措
睡
児
童
五
十
五
名
、
ほ
か
一

は
自
由
契
約
と
な
っ
て
お
り
保
育
料
は

五
百
円
（
委
託
料
三
百
円
、
給
食
料
白

二
千
門
、
母
の
会
蜜
七
十
円
）
と
な
つ

六
百
坪
と
い
う
広
大
な
面
菰
、
昭
和
二

十
一
年
に
開
設
、
同
窓
会
も
あ
り
大
き
一

す
．
、

冬
支
歴
が
で
き
て
い
る
そ
う
で
羨
し
い

感
じ
が
致
し
ま
し
た
。
約
一
時
間
半
位

見
学
後
、
か
わ
い
い
子
供
達
に
お
別
れ

し
て
〃
み
ど
り
傑
奇
鬮
山
へ
。

私
立
み
ど
り
保
育
國

在
霜
百
四
十
名
、
保
母
四
名

榊
行
社
あ
と
、
鳴
海
病
院
の
経
謹

こ
こ
は
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
緑
に
囲

ま
れ
た
壮
た
た
る
感
じ
。
総
坪
数
六
千

剛
鰐
織
秘
卿
燃
一
鯛
撫
蝿
識
舗
心

年
南
休
み
な
し
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
一
」
．
！
！
§
↑
Ｊ
，
、
；
‐
・
し
，
ｉ
、
。
‐

モ
の
後
ロ
ジ
ー
ル
一
本
を
入
れ
八
升
建

屋
に
薄
め
て
漉
緬
し
ブ
ラ
シ
等
で
湾
拭

す
る
。
潰
灘
錘
家
藩
を
入
れ
る
堀
合
は

床
面
零
が
乾
燥
し
て
か
萢
僖
一
す
る
こ

と
。の

飼
柵
の
消
窪
法
‐

熱
湯
で
三
’
四
同
溝
録
す
る
こ
と
。
ロ

ジ
ー
ル
ぱ
憐
臘
せ
ぬ
こ
と
。

●
歸
興
及
び
手
綱
の
消
毒

フ
オ
ル
菅
リ
ン
溝
群
キ
行
私
を
れ
こ

は
フ
オ
ル
背
リ
ン
一
に
対
Ｌ
」
氷
一
四

い
畑
合
で
率
め
十
奇
鍼
術
す
る
か
液
な

容
器
に
入
如
て
七
れ
に
一
日
程
匪
産
し

て
お
く
こ
と
が
理
想
的
、
ロ
ジ
ー
ル
は

使
用
せ
ぬ
こ
と
。

●
政
わ
ら
厩
肥
の
清
毒

こ
れ
ば
醗
酵
消
毒
を
す
み
こ
と
つ

巾
三
尺
か
ら
六
尺
、
深
さ
七
寸
、
長
さ

は
適
宜
に
海
か
掘
り
こ
の
中
に
湾
石
灰

（
生
石
灰
に
水
を
加
え
て
粉
末
に
し
た

直
錘
の
も
の
）
を
撤
稲
し
モ
の
上
に
新

し
い
わ
ら
か
鰯
雪
ぺ
更
に
伝
貧
厩
舎
か

ら
出
し
た
敷
わ
ら
股
び
鰄
肥
を
三
’
六

尺
程
産
の
高
さ
に
極
み
そ
の
表
面
に
湾

石
灰
を
撒
布
し
た
後
新
し
い
わ
ら
等
で

被
い
そ
の
上
に
土
を
被
せ
て
少
く
と
も

一
週
間
以
上
放
超
醗
酵
さ
せ
る
こ
と
。

『
ロ
ジ
ー
ル
』
は
金
木
家
畜
保
健
衛

生
所
定
一
本
百
円
程
腰
で
頼
布
い
た

し
ま
す
。

な
ゃ
あ
ロ
ジ
ー
ル
の
使
用
法
に
つ

（
未
亡
人
の
子
）
他
の
五
十
名
は
外
部
と
の
こ
と
。
給
食
は
ミ
ル
ク
毎
日
、
オ

の
家
庭
か
ら
子
供
で
遠
い
所
で
は
本
人
一
ヤ
ツ
週
一
回
、
混
食
週
一
回
」

を
掬
所
『
母
子
察
』
の
子
供
が
二
十
名

一

遥
一
溌
位
か
ら
お
る
け
れ
ど
も
小
舎
い

子
は
施
設
が
な
い
の
で
無
珂
だ
そ
晶
在

す
。

窓
か
ら
見
え
る
裏
庭
で
は
子
供
走
与
は

山
に
登
り
木
登
り
を
砂
場
に
入
り
、
小

鳥
の
よ
う
に
飛
び
回
り
百
四
十
名
色
の

子
供
た
ち
が
ど
こ
に
い
る
の
か
分
藏

位
で
す
。

建
物
は
う
す
暗
く
『
雨
降
り
の
日
華
ぽ

電
燈
を
つ
け
な
け
れ
ば
．
…
．
．
』
と
、
何

不
自
由
な
く
見
え
る
保
母
さ
ん
も
饗

の
種
画
し
い
で
す
。

朝
七
時
半
退
所
は
二
時
半
、
夏
季
冬
季

の
桑
休
み
も
推
睡
児
童
は
全
然
な
い
毛

う
で
す
。
若
い
主
任
の
保
母
さ
ん
鋸
ら

い
ろ
い
ろ
御
参
考
に
な
る
お
話
を
倉
」

戴
き
、
嬬
り
が
け
広
い
お
部
曇
の
罫
プ

§

一
早
で
刈
取
邨
？
』
し
ソ
こ
と
だ
つ
た

一
、
奨
師
金
の
対
欽

懲
孤
蕊
霧
織

つ
め
塊
櫓
。
‐
ろ
の
｜
一
・
子
一
測
一
琢

阿
舵
で
仁
批
出
し
た
杢
蛾
鋤

‐
（
イ
．
隆
嘩
物
少
雌
証
拠
糀
虐
よ
る
蜂
ゞ
一

‐
‐
‐
１
１
１
１
１
１
１
１
．
－
１
１
甲
・
Ｉ
ｈ
．
‐
「
。
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
Ｉ
１
ｌ
‐
ｌ
ｌ
４
１
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
●
１
１

郡
以
肚
の
玄
米

ａ
）
水
糞
肴
躍
難
》
露
以
上

十
七
・
五
％
以
下
の
も
の
で
他
⑭
如

位
が
四
零
以
上
の
玄
米

二
、
期
別
奨
励
金

錐
一
期
十
月
六
日
迄石

当
一
・
○
○
ｎ
門

表
当
四
○
ｎ
丙

第
三
期
十
月
廿
日
迄
石
当
七
○
Ｑ
向

表
当
一
天
ｎ
円

第
三
期
十
一
日
十
日
迄
蕊
謂
諸

○
本
年
の
早
埋
米
は
無
制
限
に
翼
ユ
れ
一
章
と
い
う
の
は
某
部
黙
の
お
百
姓
さ
ん

供
出
し
た
垂
壷
に
対
し
て
奨
励
《
が
の
子
で
展
繁
期
に
入
れ
ば
乳
呑
子
を
オ

支
癖
わ
れ
る
二
と
に
な
っ
て
い
毒
す
ン
プ
し
て
壷
校
す
る
の
だ
そ
う
だ
。

去
る
九
月
十
八
日
に
県
農
梨
委
興
今
の
そ
ろ
そ
ろ
稲
刈
り
で
お
百
姓
さ
ん
は
ま

水
稲
検
見
班
が
来
町
作
稲
の
状
況
季
か
た
ま
た
忙
し
く
な
り
”
猫
の
手
卿
も
借

蔀
鱸
糀
鮮
鋤
鯲
翻
龍
雛
唾
溌
謬
峠
餓
握
鞠
鰯

官
陣
■
■
■
■
戸
■
■
■
■
■
晤
阜
■
■
“
■
』
■
ゆ
■
Ｐ
軸
■
且
』
■
”
句
■
■
Ｅ
■
■
■
ｐ
■
■
■
ｂ
甸
令
戸
邑
■
■
■
Ｐ
』
■
■
■
や
凸
”
■
■
”
■
■
■
■
■
■
・
■
Ｐ
■
■
ら
■
■
■
■
■
Ｐ
い
む
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
■
●
Ｐ
■
■
■
・
毎
Ｐ
ｂ
■
昌

延
ｑ
“
。
■
■
ご
■
■
ｑ
坤
由
ロ
ロ
■
巳
“
毎
■
』
毎
町
口
一
■
■
■
白
色
■
■
勾
竺
■
■
毎
■
画
■
”
ｑ
ロ
ロ
ｑ
皇
『
■
■
・
里
■
■
毎
■
画
ロ
ロ
■
・
・
■
■
■
”
画
き
』
・
■
■
■
■
■
・
■
・
・
”
■
●
■
■
■
■
句
ロ
可
○
句
的
■
■
■
』
■
■
■
■
■
■

て
お
り
子
供
さ
ん
垂
が
持
参
納
入
一
る
－
１
ジ
で
二
人
の
女
の
子
が
仲
よ
く
お
遊

認
四
期
十
一
月
対
日
迄
石
堂
一
○
○
田

表
当
三
画
円

uJj人〆｡二

恥一堂一雷画冨jQ

’
１
ジ
で
二
人
の
女
の
子
が
仲
よ
く
お
遊

戯
の
最
中
で
し
た
。
胸
の
ハ
ン
カ
チ
の

上
に
二
葉
の
バ
ッ
チ
の
つ
け
て
あ
る
の

が
星
え
る
。

保
母
さ
ん
、
子
供
さ
ん
た
ち
に
見
進
ら

れ
軍
廊
よ
り
手
を
振
っ
て
別
れ
る
。

次
は
下
町
の
保
育
所
へ
。

私
立
弘
前
託
兒
所

書
籍
二
一
千
名
保
母
四
名

家
庭
訪
問
で
も
す
る
よ
う
な
気
分
、
主

任
の
保
母
さ
ん
は
エ
プ
ロ
ン
姿
で
や
さ

し
い
お
母
搬
。

入
っ
た
す
ぐ
の
お
部
屋
に
子
供
達
の
椀

位
の
大
き
さ
の
角
木
が
沢
山
あ
り
角
が

す
り
へ
っ
て
余
程
年
数
を
経
た
も
の
ら

し
い
。
こ
れ
は
租
木
遊
び
に
使
う
の
だ

そ
う
で
す
。

そ
の
上
の
ガ
ラ
ス
戸
棚
に
は
大
き
な
縫

い
ぐ
る
み
の
手
製
の
人
形
が
三
つ
四
つ

な
か
な
か
気
の
利
い
た
お
も
ち
ゃ
ば
か

ハ
ン
○

次
の
お
部
屋
は
窓
下
に
二
間
程
長
く
は

り
つ
け
の
子
供
用
の
黒
板
、
手
供
達
は

▲
眼
の
中
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
ほ

ど
可
愛
い
吾
が
子
に
『
お
メ
み
ん
た
イ

ぐ
ネ
ワ
ラ
シ
だ
け
や
マ
い
で
コ
ね
ば
一

番
良
い
だ
ネ
』
と
忙
し
く
な
れ
ば
不
用

意
に
も
ら
す
親
御
さ
ん
が
あ
る
。
．

×
×

▲
去
る
九
月
十
八
日
金
木
地
区
教
職

員
組
合
教
育
研
究
大
会
で
『
・
…
．
も
し

も
…
・
・
こ
の
子
が
い
な
か
っ
た
ら
』
．
と

い
う
子
守
児
童
の
作
女
が
あ
っ
た
と
栞

小
学
校
の
先
生
が
発
表
し
た
。
そ
の
児

「
お
が
へ
ん
き
」

四
時
四
十
五
分
子
の
待
つ
我
が
家
に
帰

る
べ
く
出
発
。

夕
ぐ
れ
の
道
を
視
察
し
た
種
女
な
特
微

を
想
像
し
な
が
ら
１
．
車
中
の
お
母

標
は
お
疲
れ
さ
ま
つ
間
も
な
く
金
木
で

ご
ざ
い
ま
す
。
『
さ
よ
う
な
ら
』

｜
以
上
三
カ
所
の
視
察
も
捲
り
、
昼
食
鍾

一
す
ま
し
四
時
半
角
は
デ
パ
ー
ト
前
襲
合

サ
リ
と
片
付
け
い
聾
Ｌ
し
ま
っ
た

〃
北
海
戒
早
生
″
は
二
毛
作
し
て
も
継

葛
腱
脅
掻
曹
少
く
殻
も

モ
ん
な
に
よ
く
な
い
と
い
う
し
ろ
も
の

い
ア
ツ
チ
コ
ツ
チ
瓢
淫
廻
っ
て
み
た
と

こ
ろ
篭
今
頃
時
代
遅
れ
だ
よ
』
と
ア
ツ

す
。
し
か
〕
な
が
ら
毎
年
今
頃
に
な
れ

と
こ
ろ
が
作
っ
た
人
に
き
い
て
み
た
ら

な
る
ほ
ど
こ
れ
で
は
ア
ツ
サ
リ
片
付
け

ら
れ
る
の
も
無
到
は
な
い
。

旱
刈
り
で
は
こ
れ
以
上
の
早
生
種
は
な

く
な
り
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
か
ら
仕

ぱ
お
米
は
な
く
な
る
し
お
金
も
華
く
な

は
溝
し
、
湾
し
て
は
雷
い
て
よ
る
こ
ん

方
御
座
い
ま
せ
ん
・
・
・
ハ
ア
来
年
も
つ
く

み
ん
な
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
だ
そ
う

ク
レ
ヨ
ン
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
詫
児
所
で

供
逵
が
丸
く
な
っ
て
絵
を
画
い
て
い
一

？
』
と
き
い
た
ら
恥
」
が
り
ロ
を
閉
か

微
が
き
た
』
と
…
。
．
『
い
つ
も
来
る
の

坐
っ
て
自
由
に
冠
亟
、
汽
巾
と
替
い
て

リ
片
付
け
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か

×
×

▲
金
木
町
の
お
金
の
出
所

い
と
い
う
の
で
ガ
ツ
カ
リ
は
し
た
も
の

り
ま
す
』
と
い
う

し
た
。

で
す
。
な
か
な
か
家
庭
的
な
蹄
児
所
で

で
い
る
。
非
嬬
に
よ
い
思
い
つ
き
と
忠

の
『
時
代
遅
れ
だ
』
と
い
っ
て
ア
ツ
サ

な
く
な
っ
た
。
よ
く
視
察
に
み
え
る
ら

い
ま
す
。

つ
ぎ
の
お
部
麗
は
机
を
並
べ
て
女
の

し

い
◎

『
丑
所
も
短
所
も
よ
く
解
っ
て
お
り
ま

一
人
の
子
供
が
私
遮
を
み
て
『
又
お
審

■
■
■
伊
同
ｕ
Ｐ
Ｂ
■

子つ

｜
う
。
特
に
今
年
の
九
月
は
総
戦
撲
一
番

わ
れ
な
が
ら
も
銀
行
、
商
店
、
腰
家
と

五
日
間
ば
か
り
昼
夜
の
別
な
く
散
歩
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
お
百
姓
さ
ん
に
お
金

が
な
く
な
れ
ば
『
い
つ
で
も
あ
る
』
と

思
っ
て
い
た
銀
行
に
も
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
が
到
っ
た
。

×
×

▲
九
月
と
い
う
月
は
〃
苦
月
“
に
も
通

ず
る
の
か
毎
年
一
番
苦
し
い
月
だ
と
い

金
が
鑑
っ
て
い
る
の
だ
を
う
だ
。
そ
し
｜
一

て
お
百
姓
さ
ん
が
そ
の
中
で
も
最
も
甚
一

し
い
と
い
う
こ
と
だ
。

或
る
人
に
い
わ
せ
れ
ば
『
お
百
姓
さ
ん

一
は
無
駄
喪
い
が
争
い
し
一
七
の
上
無
計
画

過
ぎ
る
』
と
．
…
・
・
又
或
る
人
は
『
そ
ん

な
こ
と
や
っ
た
と
こ
ろ
で
無
理
だ
よ
。

そ
れ
よ
り
も
〃
手
間
に
合
う
“
よ
う
な

副
業
を
町
が
心
配
し
、
も
つ
と
も
つ
と

強
力
に
助
鹿
援
助
し
て
く
れ
る
べ
き
だ

』
と
・
・
・
・
・
・
そ
し
て
『
お
百
姓
さ
ん
に
は

い
つ
で
も
現
金
が
入
る
よ
う
に
し
て
や

れ
ば
何
も
か
も
自
然
に
よ
く
な
る
の
だ

』
と
い
う
人
も
あ
る
、

そ
れ
は
い
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
．
コ
モ
ツ
ー

ト
モ
な
こ
と
で
は
あ
る
。

．
×
×

▲
そ
れ
で
は
『
子
守
児
電
』
と
『
副
業

一
の
問
題
』
に
対
し
て
得
た
『
最
維
』
の

一
結
鋪
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
え

ば
殆
ん
ど
が
申
合
せ
た
よ
う
に

『
そ
れ
ア
：
・
・
・
・
繕
局
は
〃
金
し
政
治
め
↓

力
“
で
な
け
れ
ば
．
：
：
．
』
と
い
う
だ
け

だ
。

を
れ
は
○
割
ま
で
が
お
百
姓
さ
ん
の
甑

中
か
ら
出
る
の
だ
。

を
れ
は
○
割
ま
で
が
お
百
姓
さ
ん
の
慨
▲
維
蛾
後
冬
相
蝉
暦
は
『
艇
村
の
経
て
金
に
苦
し
ん
で
い
ゐ
。

中
か
ら
出
る
の
だ
。
済
生
活
の
合
理
化
』
を
叫
び
、
鋸
す
展
と
、
槻
繊
も
法
も
金
も
鍔
人
が
つ
く
つ

Ｋ
は
一
体
何
な
し
て
る
ん
だ
ろ
う
と
い
村
鵡
化
の
問
題
準
取
上
げ
、
金
も
政
治
↑
た
も
の
・
…
・
・
。

昭和27"""梼米政府慨人仙絡

’区
新
新
区
新

玄
渭

×
玄米（正味6!if入）

区分’零2群3蝉4零5辱摘契
新複式鮫3,19弓3.12(）3.()6{）3･()002.8引）
新1入3,17(13､1753．0753,()152,96弓

弱米（正味6()睡入）

区分’零2零撫袈
新複式鯉3.2633.16ツ
新ロ人3,3()3ツ,2()3

編米〈正味6(､砥入）

腱分I辱2聯3零4聯弓奪摘喫
新裡式峡3,6(旧？･5703,51()3,45()3,3(I()
新nﾉ、3，6203．弓9弓3,5253,4653,31ラ

弱編（丁F"6()旺入）

IZ'rr1Wi2蝉摘要

驚糎式臓職鯉｛鰯聯での倒入鰻
包装別隅輻

斬複式懐60FI""-･
3f11人75FI

（1）町村完納ダオー汎ｲ．了御家者に対し燦当り40f!]

（2）町村完納L、!W髄ﾑ{此出した甥合〃1,(XMルリ

（3）県が完納し生牽者の荊当を越えて供出した
分に対して僕当り2()()門

F

h

×

も
随
分
と
走
り
よ
わ
っ
た
。
そ
し
て
副

業
莚
飛
び
越
え
て
そ
れ
を
奨
励
し
、
そ

れ
が
流
行
伽
城
に
ま
で
達
し
た
。

〃
と
こ
ろ
が
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
つ

▽

た
ろ
う
か
。

『
便
利
に
は
便
利
だ
が
〃
時
糊
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
脚
に
余
裕
が
出
来
過
潭
て
部
落

の
若
い
者
が
夜
遊
び
す
る
傾
向
が
参
く

な
っ
た
し
、
そ
の
上
惑
気
と
機
減
に
馴

れ
過
灌
て
産
我
人
が
出
て
と
』
と
い
う

×
×

▲
町
は
貧
乏
で
も
先
ず
お
忙
し
い
親

御
さ
ん
達
か
ら
〃
足
手
ま
と
い
〃
に
な

ら
ぬ
よ
っ
に
と
不
完
全
な
が
わ
も
保
青

■

所
を
醐
殺
は
し
た
も
の
の
『
さ
あ
御
利

Ｕ

用
下
さ
い
』
と
申
し
て
も
肝
心
の
人
達

は
ど
う
解
釈
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

タ

い
が
敬
遠
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。

財
政
が
豊
か
に
な
り
各
部
落
模
育
所

仮
に
『
手
間
に
合
う
』
理
想
的
な
馴
染

し
て
く
れ
る
人
が
ど
の
位
あ
る
だ
ろ
う

受
け
こ
れ
を
ほ
ん
と
に
盛
り
上
げ
利
用

凌
奨
励
し
た
場
合
で
も
、
ま
た
は
町
の

を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
を
素
直
に

な
も
の
で
あ
る
。

誰
か
が
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
い
た
つ

か
。

Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

れ
、
便
わ
れ
べ
く
し
て
人
を
使
い
、

振
減
幸
造
っ
て
そ
れ
を
動
か
す
べ
く

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
法
を
定

人
は
人
を
使
う
べ
く
し
て
人
に
便
わ

め
て
法
に
縛
ら
れ
、
金
を
こ
し
ら
え

▲
『
金
と
政
治
の
力
』
そ
れ
は
強
大

×
×

０
，
■
ア
Ｒ
ｆ
ｊ
Ｉ
＆
ｐ
７
ｌ
Ｉ
ｂ
■
Ｆ
７
Ｉ
ｌ
Ｂ
Ｔ
ｃ
０
ｌ
■
Ｌ
Ｔ
■
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｐ
‐
ｌ
‐
ｌ
■
■
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｂ
■
Ｆ
６
日
Ⅱ
Ｐ
ｐ
０
Ｄ
Ｉ
Ｌ
■
庫
０
１
１
■
ｒ
ｒ
Ｂ
且
■
々
０
４
凸
■
■
ｒ
Ⅱ
，
－
■
Ｐ
ｊ

Ｈ
Ｊ
■
ｑ
Ｉ
Ｉ
〃
画
Ｔ
１
Ｉ
ｊ
ａ
■
Ｔ
‐
０
Ｊ
■
１
１
０
Ｊ
■
■
１
１
■
■
７
１
０
１
且
■
Ｒ
Ⅱ
１
ａ
ｇ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ａ
１
８
０
ｄ
ｑ
７
，
ト
ー
４
９
１
笠
４
１
６
１
８
●
勺
ｌ
Ｉ
０
ｄ
ｎ
１
Ｌ

一
一

そ
の
掘
減
も
法
も
金
勇
七
し
て
政
治
も

も
な
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
っ
か
。

お
こ
と
わ
り

せ大茄薩里

摩

り根子芋芋

一 一二一ヶ吉

瓊本茂匁

一一八八二
五五○○五
歩〃〃〃〃

１
、
紙
面
の
都
合
上
本
号
に
描
議
で
き

２
、
第
五
号
箭
号
は
八
月
分
の
掴

３
、
菊
地
氏
の
後
を
お
引
受
け
し
ま
し

４
、
本
紙
は
無
便
で
各
家
庭
に
配
布
一

『
人
』
そ
の
も
の
の
次
蛎
で
ど
う
に
で

ず
次
号
に
回
し
た
の
も
あ
り
ま
歩
か

ら
悪
し
か
ら
ず
お
許
し
下
さ
い
。

事
で
本
署
ほ
九
月
及
び
十
月
の
一
部

次
号
は
十
一
月
五
日
発
行
の
予
定
で

分
に
な
り
ま
す
。

す
0

際
な
点
が
で
る
と
思
い
た
す
か
ら
御

た
も
の
の
馴
れ
る
ま
で
は
相
当
不
手

念
の
た
め
申
上
げ
て
お
き
ま
す
。

ｂ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
カ
ー

了
承
下
さ
い
。

白
議
一
重
、
五
○

ほ
う
れ
ん
草
一
把
五

九
月
の
野
菜

野
薬
（
小
売
値
）

ね
ぎ
〃
ず

↑
〕
〈
〕

た
ま
な
〃
五
○

凸

●’

九
・
三
○
（
月
Ｏ
Ｋ
生
〉

I

門 と）〃〃 〃 今〃夕 －－

心

一
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